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中期朝鮮語複合語アクセント試論

辻野裕紀（つじの・ゆうき）

1.緒言

周知の通り，中期朝鮮語1（以下「中期語」とする）は，次の表のように，単一のアクセント句においてどこで

音調が上がるかが弁別的な〈ピッチアクセント言語〉であった生

【表1】中期語の音調型3

1モーラ名詞 2モーラ名詞 3モーラ名詞
｀ ~, 

L LL LLL 

H HO HOO  

LH LHO 

LLH 

1モーラ名詞 2モーラ名詞 3モーラ名詞

koc《花》 m江皿 《心》 sonskarak4《手の指》

mom《体》 kaci《枝》 micikei《虹》

narah《国》， torh《石》 mjeniri《嫁》，Sar皿 《人》

ka'jami《蟻》

また，中期語において 2つの要素が結合して複合語を形成する場合，その多くは各構成要素の固有の音

調がそのまま現れる主

l「中期朝鮮語」とは，一般に 1443年（諺文発明）から 1592年（壬辰の役）までの朝鮮語を指すが（河野六郎 1955/

1979参照），ここでは主に 15世紀（ハングル創製以降）の朝鮮語について論ずる．中期語のアクセントの概論的な

事項については，門脇誠一(1976,1985)，福井玲(1985,2013)，早田輝洋(1999)，趙義成(2002)，辻野裕紀(2014)な

どを参照中期語における声調の変化を巨細に分析した召入d廿(1994)も重要である．
2中期語の音の裔低を「声調」と捉える向きもあるが，本稿では「アクセント」と見倣して行論する．

3福井玲(1985:67)参照なお，福井玲(1985)の「平」（＝平声）は「L」,「去」（＝去声）は「H」，口は0，語例のロー
マ字翻字は福井玲(2013:11)の方式に私（わたくし）に改めた中期語では 1つのアクセント句において，最初のH

の後の音調はいわゆる句音調であり（律動規則によって自動的に音調が決まる），音韻論的なものではない．表記

法は論孜によって区々だが，本稿では以下，一貫してこのように，Lで「低調」， Hで「高調」， Rで「上昇調」を表し，

ローマ字翻字(transliteration)はすべて福井玲(2013:11)に依拠する

4なお， sonskarakはHLLというパターンもある．註 13も参照のこと．

5司号(1963)，召入d廿(1988,1999)参照例は召入d廿(I999:80-81)より引用した
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【表2】中期語の複合語の音調類型（音調変動が起きないもの）

: 音調 例. " ； 

①L+L→LL sur(L) +mir'(L)→surmi廿(LL)

②L+H→LH co (L) + psAr (H)→cops心 (LH)

③L+R→LR mok(L) +sum(R)→mokswn(LR) 

④H+L→HL 'an(H) +pask(L)→'anphask (HL) 

⑤H+H→HH naks (H) + pap (H)→nakspap (I--Il-I) 

⑥H+R→HR 'ip(H) +kim(R)→'ipkim(HR) 

⑦R+L→RL nui (R) + nuri (LH)→nuinuri (RLH) 

⑧R+H→RH ser(R)＋囚(H)→ses囚 (RH)

⑨R+R→RR moi (R) + koi (R)→moiskoi (RR) 

しかし，中には次のように音調が変動するものも存在する見

【表3】中期語の複合語の音調類型（音調変動が起きるもの）

,̀.. • 9 ， ＼ ． ～ 音調 ，．し例 ： 
9 9‘^  • 9 ~ ~ ~‘` 

ベ
； :・ ・^ ．~ヽ

... -

(l)H+L→LL kui (H) +mir'(L)→kumir'(LL) 

(2)H+R→LR skur(H) +per(R)→skusper (LR) 

(3)R+L→LL moi (R) +'entek (LL)→mois'entek (LLL) 

(4)R+R→LR kam-(R) +tor-(R)→kamstor-(LR) 

では，なぜ(l)H+L,(2)H+R, (3)R+L, (4)R+Rという組合せの場合に音調の変動が起きるのだろうか．

これらの共通点として注目されるのは，すべて先行要素が Hか R，すなわち高調で終わる形態素であり，

かつ後行要素がLかR,すなわち低調で始まる形態素であるという点である．つまり， RをLとHの組合せと

見倣せば，これらはすべてHLという音調連続が含まれているという点において共通している．

こうした音調の変動について，召入j子(1988,1999)は，通時的な視座からの説明を企図している．すなわち，

中期語以前の時期の朝鮮語には， HLを避ける制約，つまり＊HLという制約があり，中期語で一瞥するとH+

L→LLのように見える語は，この制約によって中期語以前に生じた音調がそのまま残存していると見るわけ

である7.一方で， H+L→HLとなっている語は，語彙化(iex.icaliなtion)が不十分であるために，中期語の話

6召入a廿(1999:81-82)参照
7なお，「HLを避ける制約があった」という見解は召入j廿(1988,1999)が慮矢ではなく，夙にLee(l978)も提示してい

る仮説だが， Lee(l978)は中期語自体にかかる制約があったと見ているのに対し，召入a廿(1988,1999)は中期語で
はなくそれ以前の時期の制約と見倣している点が大きく異なる．つまり， Lee(l978)が提示している制約はどこまでも

共時的なものだが，召入j廿(1988,1999)は通時的な視座から説明を試みているわけであるまた，召入a廿(2009:23)
は，朝鮮語（中部地域語）の韻素体系の変遷を「非弁別的な語末アクセント＞音高アクセント(I)＞形態素声調＞

音高アクセント(II)＞アクセントの非弁別化および長短の弁別力獲得＞長短の非弁別化」のように考えており，こ

れに従えば，＊HLたる制約を有した，中期語よりも一段階古い朝鮮語は，＊HL,*HR, *RL, *RRといったパター

ンを訣いたアクセント言語であったということである．
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者が分析して頭の中で再び作り出したものと目す．

しかし，かかる音調変動を共時的に解釈することはできないだろうか．現在でも声の高さが弁別性を有する

慶尚道方言8や，日本語諸方言などの通言語的視座から見る限り，複合語において各々のアクセントがその

まま現出すると考えるのは抑々自然ではない本稿では共時アクセント論的立場から中期語の複合語のアク

セントを捉え直し，中期語の複合語アクセント規則の定立を試図したい．

2.中期朝鮮語のアクセント体系

中期語のアクセント体系をどのように考えるかにはいくつかの立場があるが，絃では‘['を上げ核(raising

kernel)叫‘O'を任意のモーラとして，中期語が次のようなアクセント体系を成していたと見倣す：

【表4】中期語のアクセント体系

lモーラ名詞 2モーラ名詞 3モーラ名詞

0[ 00[ 000[ 

゜
0[0 00[0 

00  0[00 

000 

このアクセント体系は，夙に福井玲(1985）が「B案」として提示した，去声で始まる語幹を無標(unmarked)と

し，それ以外の場合には，語幹から連続する平声のうちの最後のものに「低（高）核」を与える解釈とほぼ同一

のものである．去声で始まるものを無標とする点では早田輝洋(1999)の解釈とも類似しているが，上声の扱い

やアクセントそのものの捉え方において立場を異にする應

本稿では，この音韻解釈に基づき，中期語の複合語アクセント規則を考えてみたい

3.中期朝鮮語の複合語アクセント規則

前述のように，中期語には，（l)H+L→LL,(2)H+R→LRの如き音調の変動が存在するのであった本稿

では，かかる変動を謂わば「HLを防過する通時的規則の形骸」ではなく，「複合語のアクセントを統べる共時

的規則の存在の徴憑」と見たい．問題となる音調変動を【表 4】に従い音韻表示で示すと次のようになる（菅野

8慶尚道方言（就中，大邸方言）の複合語アクセントについては，辻野裕紀(2008:57-67)を参照されたい．なお，慶

尚道方言はアクセント句内部においてどこで音調が下がるかが示差的である点で中期語とは大きく異なり，この点

では寧ろ日本語東京方言などと類似している．

，しばしば誤解されるが，「上げ核(raisingkernel)」と「昇り核(ascendingkernel)」は異なるものである．上げ核とは

「核が置かれた拍の次の拍を上げる力」，昇り核とは「核が置かれた拍から上がる力」である．中井幸比古(2003:86)

参照上げ核は，服部四郎(1973)が日本語山梨県奈良田方言の音調分析に適用した「低（高）核」と同質のもので

ある．

lO早田輝洋(1999)は，上声を語頭アクセントとし，また，アクセントの担い手が（音節やモーラではなく）音節境界で

あるという立場に立っているなお，中期語の上声を語頭アクセントと見倣した場合に生じる問題点については，福

井玲(1985,2000,2013)を参照上声は第 1音節以外にも出現し，上声を語頭アクセントとする音韻解釈には点頭し

得なし‘・

-41 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



裕臣(1997)に倣い， 1音節2モーラには下線を付す）II:

(1)0+0［→00[ (H+L→LL) 

(2)0+QIQ→OQIQ (H+R→LR) 

そして，これらから，次のような規則を導出しうる：

一方の要素のみが有アクセントの場合は，そのアクセントがそのま封碓持される

では，他のパターンはどうだろうか．従前の研霰では単に各構成要素の音調がそのまま連なっていると見

倣されてきた， L+L→LL,L+H→LH, L+R→LR, H+H→HH, R+H→RHのようなパターパ火I),(2)と同

様に，音韻表示をしてみると，次のようになる12:

①0[+0［→00[ (L+L→LL) 

②0[+0→0[0 (L+H→LH) 

③O[+QIQ→OQIQ (L+R→LR) 

⑤o+o→00  (H+H→HR) 

⑧QIQ+O→Q囮0 (R+H→RH) 

これらを銀察すると，②，⑧のように一方の要素のみが有アクセントの場合は，やはり上で見た(1),(2)のよ

うに有アクセントのアクセントがそのまま維持され，①，③のように先行要素も後行要素も共に有アクセントの

場合は後行要素のアクセントのみが維持されることが分かる．さらに，⑤のように，先行要素も後行要素も共

に無アクセントの場合は複合語も無アクセントとなる．したがって，中期語における〈複合語アクセント規則〉

(Compound Accent Rule: CAR)は次のようにまとめうる：

中期語の複合語アクセント規則(CAR)

a.先行要素も後行要素も共に有アクセントの場合は，後行要素のアクセントのみが維持される

b.先行要素も後行要素も共に無アクセントの場合は，複合語も無アクセントになる

c.一方の要素のみが有アクセントの場合は，そのアクセントがそのま封佳持される

このように捉えれば，一見例外的に見えるH+L→LL,H+R→LR,R+L→LL, R+R→LRといった規則

も例外ではなくなり，あらゆる組合せが複合語アクセント規則の下に一元的，統一的に把握することができる．

次の表で再度確認してみよう：

II (1), (2)の番号は各々【表3】に対応する．

12①，②，③,⑤,⑧の番号は各々【表2】に対応する．
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【表5】中期語の複合語アクセント

音調 音韻表示 適用される規則

L+L→LL 0[+0［→00[ a規則

L+H→LH 0[+0→0[0 c規則

L+R→LR O[+QJ_Q→OQJ_Q a規則

H+L→LL 〇＋0［→00[ c規則

H+H→HH O+O→00  b規則

H+R→LR O+Q[Q→OQ[Q c規則

R+L→LL Q[Q+O［→00[ a規則

R+H→RH Q[Q+O→Q[QO c規則

R+R→LR 二 ＋Q瞬 →OQIQ a規則

一方， 従前の研霰においてあまり問題とされなかった， H+L→HL,H+R→HR, R+L→RL, R+R→RR 

の如きタイプは，複合語アクセント規則が適用されていない〈名詞連続〉 13と見倣すり

また，この複合語アクセント規則は，〈用言複合体〉 l5において語幹と接尾辞（先語末語尾），語尾（語末語

尾）が結合する際の音調についても説明しうる：

【表6】中期語の用言複合体のアクセント16

例 r " ，らベ 音韻表示 適用される規則

cap-ko(LH) 0[+0→0(0 c規則

cap-'imje (LHO) 0[+00→0[00 c規則

cap-'isi-(LLH-) 0[+0[0→00[0 a規則

cap-te-(LH-) 0[+0→0(0 c規則

cap-11A-(LL-) 0[+0［→00[ a規則

cap-ke-(LL-) 0[+0［→00[ a規則

13 「名詞連続」という術語は，辻野裕紀(2008)による．辻野裕紀(2008:57)は「1つのアクセントのみを有する（あるい

は無アクセントの）複合名詞すなわち］つのアクセント句にまとまっている複合名詞」を〈名詞結合〉，「各構成要素

のアクセントがすべて表層に現れ， 2つ以上のアクセント句からなる複合名詞」を〈名詞連続〉と呼んでいる．日本語

学で中井幸比古(2012:147-148)の言う〈2語連続〉に相当するまた，趙義成(2002:60-61)は， sons-karak(HLL)のよ

うに， 2つの形態がアクセント的にそれぞれ独立している場合，両者の間に「強いアクセント的境界」があると見倣し

ている．

14 〈名詞連続〉と〈名詞結合〉の差異は，プロソディックなレベルのみならず，場合によっては，分節音のレベルにも

反映されることが間々ある例えば，《足の指》を意味する中期語には， pars-karakとpas-karakがあり，前者は HLL

（名詞連続），後者はLLL（名詞結合）で現れるが，前者では先行要素parの語末子音rがそのまま維持されている

のに対し，後者では脱落しているまた名詞連続の中には，「語源的標記法」（河野六郎］951/1979:444)のものが

含まれている可能性があり，表記（傍点）と当時の実際の発音が吻合しないものもあるものと思われる

15 「用言複合体Jという概念については，河野六郎(1971/1979)，亀井孝他編著(1996:1371-1373)などを参照．

16例は福井玲(2013:110)による．
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4.モーラの問題

ところで，問題となりうるのは， R十L→LL,R+R→LRの解釈である（【表5】参照）．これらは，複合語アクセ

ント規則の適用前と適用後でモーラ数が変わっているものである．これについては，次の 2通りの見解があり

うるだろう：

(a) R+L→LL, R+R→LRの二重下線のLは，傍点表記では無点（平声）で表されるが，実際に

は2モーラ分の長さで発音されていた

(!3)局音を削除する規則を別途に設ける

a案に関しては，福井玲(2000:17-18)も指摘するように，中期語においては，長さを表記するための専用の

表記法が存在せず，音韻論的に 2音節分にあたる長母音を短母音と区別して書かない場合があったと考え

られることがその傍証となりうる．表記上は短母音，すなわち平声や去声として書かれていても，実際は長母

音であった例も存在した可能性がある．例えば，午音su'ur(LL)～金sur(L)《酒》，フ｝ka(H)~7}〇}ka'a(HH)

《行って》のように表記が混在しているものがあり，舎 sur(L)，フ｝ ka(H）のような語は，表記上は短母音のよう

に書かれていても，実際には長母音で発音されていたかもしれない．もし，例えば仮に決';R-nasnas (R + R→ 

LR)の第 1音節が長く発音されていたとしても，表記は1:R-1:R-nasnas（無点， 2点）と書くほかない．

p案に関しては，中期語の所謂「流動的上声」＂の問題も併せて考えなければならない．例えば，

甘叫namta《残る》は，甘ユ namko(RH)のように子音語尾が結合すると語幹は上声で現れ，叶叫nama(LH)

のように母音語尾が結合すると語幹は平声で現れるが，後者のパターンでは結合前と結合後とでモーラ数が

変わる．結合前は合計3モーラだが，結合後は2モーラとなる．これを音韻表示すると，次のようになる：

工＋0→0[0(nam(R) +'a(H)→nama(LH)) 

管窺の限り，多くのアクセント論者は，活用によってモーラ数が変わることについてあまり注視していないよ

うに見える．所謂「語基論」的な立場に立脚する場合には， nam-(R=LH) と nama— (LH) を同一形態素の異形

能（前者は第 1語基，後者は第III語基）の如く見倣すため，理論上問題にならないものと思われる固しかし，

いずれにせよ， R+L→LL,R+R→LRに関しては，そのように考えることもできず， lモーラの母音を削除す

る規則をどこかに設けなければならないこととなる．

5.結語

以上，共時アクセント論的視座から中期語の複合語のアクセントについて簡単に孜察を試みた弦に本稿

で論じてきたことを繰り返すことはしない．言語事実についての観察が十分ではなく，本稿で開陳した鄭見は

仮説の域を出るものではない．題目を「試論」とした所以である．本稿の素描を「敲き台」としたさらなる議論が

為されんことを庶幾する．

＂召牡せ (1973;1989)参照

18菅野裕臣(1997)，趙義成(2002)など．
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